
KUNISAKI   SYAKYODAYORI

く に さ き

社協だより

平成24年4月より地区社協（地区社会福祉協議会）が本格的に活動を始めます。
国東市で初めてとなるこの取組み。今年は上国崎地区と南安岐地区の2地区で活動します。

●地区社協開始のお知らせ   ２㌻
●ボランティア研修会の報告ほか   ３㌻
●地域福祉（地域の話題）   ４㌻
●デイサービス・児童館だより   ５㌻
●善意のお礼   ６㌻

～ 支えあい助けあいの地域づくり ～

2012.3.21

社会福祉法人
国東市社会福祉協議会

第26号

地区社協が始動します!

上国崎地区社協設立理事会（国東） 南安岐地区社協設立理事会（安岐）

☜ 詳しくは 2㌻で
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■組織体制は各地区社協によって異なりますが、
　活動内容はおおむね上記の考え方です。

■地区社協は住民主体の組織であり、
　国東市社協の下部組織ではありません。

■ 昨年11月28日（月）、地区公民館長・
主事合同会議における地区社協説明会

地区社協
とは？

地区社協を推進
する意義

国東市社協
との関係

地区社協の
活動計画

地区社協の
設置圏域

　地区社会福祉協議会（以下「地区社協」）は、住
民一人ひとりが社会福祉に参加して、地域の中で助
けあいを育んでいくための組織です。地区社協では、
私たちの生活上のいろいろな課題について話し合い、
解決のための活動や更なる地域福祉を推進していく
ことで、行政区を超えた「広域共助」・「支えあい助
けあいの地域づくり」を目指します。

　国東市は高齢化率が36.5％となり、50%を超える「小規
模集落地区」は23地区を数えます。少子高齢化等地域が抱
える福祉問題は増え続けています。これらの問題を解決する
ためにも従来の福祉活動に加え、多くの人や関係団体の力が
必要になります。そのためにも地域住民の力をひとつにまと
める（組織化する）ためのしくみづくりが必要なのです。

　地区社協と国東市社協は「支えあい助けあい
の地域づくり」をともに進める協同体となりま
す。地区社協は、国東市社協とともに地域住民
に最も近い存在として、地区社協ならではのき
め細かい福祉サービスを展開します。また、活
動で得られた情報等を国東市社協と共有するこ
とも重要な役割です。

　地区社協では地域が抱える様々な生活課題・福祉課題などを
地域住民相互の支えあい助けあいで解決していきます。従って
具体的な活動方針・計画は各地区社協によって協議し、活動に
反映されます。

　地区社協は市内にある既存組織を活用するとい
う観点から基本的に市内16地区の公民館地区を
設置圏域と考えています。
　現在市内では地区公民館活動が行われており、
地区社協の活動と重なるものもあります。効率的
な事業運営を進めるため、従来の地区公民館活動
と連携した地区社協の活動を行うことも可能です。

国東市社会福祉協議会はこれからも地域住民とともに「支えあい助けあいの地域づくり」を推進します

ともに歩み、ふれあい、助けあいが育む福祉のまち くにさき

「地区社協が始動します」

従来の
公民館活動

地区社協
の活動

福祉活動 ✚

＝

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

対等な
協力関係
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支えあい助けあいの地域づくりに向けて

ボランティア研修会を開催しました

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に

加
入
の
方
へ

　現
在
、
加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
は
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
で
補
償
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
引
き
続
き
加
入

を
希
望
す
る
場
合
、再
度
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所
に
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

　国東市社会福祉協議会本所の受付カウ
ンターに季節を感じる木製オブジェを
飾っています。これは安岐町在住で様々
なボランティア活動をされている堀口厚
さんからいただいているものです。

　２月９日（木）、13日（月）、17日（金）にわたり、国見保健
福祉センターを会場として開催しました。
　この研修会はサロン活動などでの普及と指導者育成を目
的に開催しました。こうしたレクリエーションはゲームそ
のものは簡単ですが、その裏には健康に良いなどの隠れた
効果やコミュニケーション促進に役立つ工夫がたくさんあ
ります。研修を受けながら参加者もそういった話に聞き入っ
ていました。

　２月20日（月）、22日（水）、24日（金）、27日（月）の計４回、
市内４会場で開催しました。
　地域住民の防災に対する意識向上と災害時における活動
を支援することを目的に開催した今回の研修では国東市社
会福祉協議会職員が講師となり、具体例もあげながら詳し
く説明をしました。東日本大震災により人々の災害に対す
る知識・関心も深くなり、参加者も大規模災害に備え、真
剣な様子で研修を受けていました。

「ふれあい囲碁・コミュニケーション麻雀
 ボランティア研修会」

災害ボランティア研修会
ふれあい囲碁

災害ボランティア研修会

現在は「お雛さま」です⬆

ありがとうございます！
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■
国 

見

■
国 

東

■
武 

蔵

■
国 

東
小
江
い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

田
深
サ
ロ
ン
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

健
や
か
会
研
修
会

中
田
地
区
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　二
月
十
三
日
（
月
）
小
江
い
き
い
き
サ

ロ
ン
（
国
見
町
岐
部
）
で
ふ
れ
あ
い
囲
碁

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
参
加

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
が
一

番
の
目
的
な
の
で
、
囲
碁
の
ル
ー
ル
を
知

ら
な
く
て
も
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
日
の
参
加
者
は
全
員
女
性
で
囲
碁
を
し

た
こ
と
が
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

始
終
会
話
が
絶
え
ず
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
よ
う
で
す
。

　二
月
二
十
四
日
（
金
）、
今
回
の
田
深
サ
ロ
ン
（
国
東
町
田
深
）
で
は
吹
き
矢
・

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
吹
き
矢
に
は
肺
活
量
を
上
げ
る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　二
月
十
三
日
（
月
）、
中
田
地
区
ふ
れ

あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
国
東
町
中
田
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
市
内

各
行
政
区
で
年
間
四
回
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
会
議
で
は
国
東
市
社
会
福
祉

協
議
会
国
東
支
所
の
職
員
が
四
月
よ
り
本

格
的
に
活
動
開
始
す
る
上
国
崎
地
区
社
協

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　一
月
一
九
日
（
木
）、
武
蔵
町
内
で
活

躍
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
健
や
か
会
」
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
健
や
か
会
」
は
民
生
委
員
児
童

委
員
が
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
弁
当
を
届

け
る
、
ぬ
く
も
り
訪
問
事
業
（
武
蔵
地
区
）

で
の
弁
当
づ
く
り
な
ど
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
日
は
竹
田
市
を

訪
問
し
、
食
文
化
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。

地 域 福 祉 地域福祉推進のため、国東市社会福祉協議会では、サ
ロン事業など様々な福祉活動の場におじゃましています。
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■
な
の
み

■
な
の
は
な

■
や
す
ら
ぎ

■
国
見
児
童
館

■
安
岐
児
童
ク
ラ
ブ

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
づ
く
り

音
楽
を
通
し
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ど
ん
な
顔
に
な
っ
た
か
な
？

凧
づ
く
り
教
室
♪

　一
月
二
十
一
日
（
土
）、
国
見
児
童
館

で
は
「
新
春
子
ど
も
大
会
」
と
題
し
「
凧

揚
げ
」
な
ど
の
正
月
行
事
を
楽
し
み
ま
し

た
。
特
に
「
ふ
く
わ
ら
い
」
で
は
パ
ー
ツ

を
置
く
た
び
に
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
参
加

者
に
と
っ
て
年
始
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し
い

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　く
に
さ
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
の
は

な
（
武
蔵
）
で
は
午
後
の
ひ
と
と
き
に

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
き
ま
し
た
。
今
回

は
た
こ
や
き
器
で
丸
型
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
づ
く
り
に
挑
戦
で
す
。
生
地
を
裏
返

す
一
番
難
し
い
作
業
も
無
事
に
終
え
、

お
い
し
く
出
来
上
が
っ
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
は
休
憩
時
間
の
お
し
ゃ
べ
り
の
お
供

と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　く
に
さ
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
（
安
岐
）
で
は
、

毎
月
、
音
楽
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
体

操
を
は
じ
め
、
音
楽
に
あ
わ
せ
自
己
紹
介
を
し
た
り
、

楽
器
を
使
っ
て
の
合
奏
も
行
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
伴

奏
で
童
謡
、
懐
メ
ロ
音
楽
が
流
れ
始
め
る
と
室
内
は

歌
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。
参
加
し
た
方
が
元
気
に
な

る
こ
の
催
し
は
大
変
好
評
で
す
。

　安
岐
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
恒
例
の
凧
づ
く
り

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
作
っ
た
凧
が
上
が
る
か

ど
う
か
は
「
風
向
き
」
次
第
で
す
が
、
こ
の
日
は

ほ
ど
よ
く
風
も
吹
き
、「
凧
揚
げ
日
和
」
と
な
り
、

子
ど
も
達
は
寒
さ
も
わ
す
れ
、
自
分
の
凧
を
引
い

て
元
気
よ
く
走
り
ま
し
た
。

　く
に
さ
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
の
み
（
国
東
）
で
は
フ

ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
フ
ロ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
に
は
通
常
の
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
楽
し
さ
を
更
に

手
軽
に
体
験
で
き
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
は
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

貸
出
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

デイサービス・児童館だより

貸出しています!
フロアカーリングの他に
もレクリエーション用具
の貸出を行っています。
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　国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
々

か
ら
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

心
温
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

善
意
の
お
礼

  

●
香
典
返
し
寄
付

（
国
見
町
）

福

　村

　松

　治
様
（
故

ミ
チ
コ

様
）

髙

　原

　克

　之
様
（
故

信
之

様
）

國

　廣

　敏

　光
様
（
故

松
子

様
）

小

　川

　英

　二
様
（
故

巧

様
）

荒

　木

　よ
し
ゑ
様
（
故

征
次
郎

様
）

秋

　元

　陽

　一
様
（
故

静
生

様
）

元

　浦

　美
智
子
様
（
故

伴
司

様
）

安

　藤

　秋

　生
様
（
故

隆
之

様
）

唯

　有

　幸

　明
様
（
故

養
子

様
）

藤

　原

　和

　生
様
（
故

学

様
）

松

　成

　九
州
男
様
（
故

常
喜

様
）

谷

　口

　
　
　正
様
（
故

ヤ
ヱ
子

様
）

元

　浦

　五

　男
様
（
故

ハ
ツ
ミ

様
）

山

　口

　義

　文
様
（
故

義
棟

様
）

北

　崎

　春

　次
様
（
故

方
子

様
）

髙

　森

　圓

　次
様
（
故

チ
ヨ
コ

様
）

（
国
東
町
）

小

　松

　哲

　也
様
（
故

シ
ズ
コ

様
）

足

　立

　ス
ズ
子
様
（
故

貞
明

様
）

福

　田

　義

　光
様
（
故

ハ
ツ

様
）

鶴

　田

　次

　郎
様
（
故

雄
之

様
）

一

　丸

　正

　徳
様
（
故

則
義

様
）

 

●
物
品
寄
付

 

●
一
般
寄
付

河

　野

　知

　員
様
（
故

フ
サ

様
）

平

　野

　
　
　忍
様
（
故
健
一
・
ト
シ
ヱ

様
）

１月１日～
２月29日
受付分

堤

　
　
　文

　彦
様
（
故

昭
生

様
）

鹿

　島

　戦

　一
様
（
故

キ
ミ
コ

様
）

長

　峰

　公

　視
様
（
故

敬
一

様
）

猪

　俣

　礼

　治
様
（
故

富
美
子

様
）

田

　口

　カ
ネ
子
様
（
故

博
髙

様
）

山

　本

　哲

　二
様
（
故

ヱ
ミ

様
）

山

　崎

　文

　寛
様
（
故

一
一

様
）

吉

　田

　節

　子
様
（
故

弘
吉

様
）

小

　川

　秀

　実
様
（
故

元
道

様
）

河

　野

　英

　幸
様
（
故

正
友

様
）

髙

　木

　幸

　二
様
（
故

一
夫

様
）

古

　田

　博

　信
様
（
故

松
夫

様
）

吉

　岡

　
　
　猛
様
（
故

ト
キ
ヱ

様
）

田

　川

　敏

　美
様
（
故

ス
ヱ
子

様
）

（
武
蔵
町
）

矢

　野

　誠

　治
様
（
故

キ
ミ
コ

様
）

田

　中

　明

　弘
様
（
故

キ
ミ

様
）

徳

　丸

　秀

　種
様
（
故

辰
雄

様
）

渡

　辺

　雅

　彦
様
（
故

重
信

様
）

青

　山

　昭

　子
様
（
故

明
彦

様
）

川

　嶋

　正

　信
様
（
故

住
子

様
）

野

　田

　テ
イ
子
様
（
故

喜
久
男

様
）

室

　
　
　雅

　行
様
（
故

明
石

様
）

林

　
　
　志
津
夫
様
（
故

八
重
子

様
）

古

　林

　清

　美
様
（
故

誠
一

様
）

（
安
岐
町
）

岩

　武

　光

　生
様
（
故

巧

様
）

中

　本

　レ
イ
子
様
（
故

貞

様
）

田

　邉

　良

　晴
様
（
故

滋
賀
子

様
）

櫻

　井

　正

　行
様
（
故

次
男

様
）

木

　田

　ま
り
子
様
（
故

龍
生

様
）

伊

　藤

　健

　治
様
（
故

シ
ガ

様
）

河

　野

　文

　彦
様
（
故

ハ
ツ
ヱ

様
）

河

　野

　日
出
男
様
（
故

ツ
ネ
子

様
）

中

　野

　咲

　美
様
（
故

元
生

様
）

永

　田

　英

　人
様
（
故

佳
子

様
）

矢

　野

　
　
　浩
様
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）
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様
（
故

シ
ズ
子

様
）

大
分
市

鹿

　嶋

　剛

　昭
様
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故

ヤ
ヨ
子

様
）

大
分
市

石

　丸

　修

　彌
様
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タ
ヱ

様
）

大
分
市

厚
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　之
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ヨ
シ
ヱ
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）

大
分
市
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　健
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静
子

様
）

福
岡
県

上

　原
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　生
様
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ナ
ツ
子
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）

福
岡
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故
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）

熊
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長
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様
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様
）

大
阪
府
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　本

　浩
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様
（
故

義
金

様
）

神
奈
川
県

青

　井

　敏

　幸
様
（
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タ
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ヱ

様
）
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東
町

萬
弘
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詠
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部

様

大
分
県
生
命
保
険
協
会
様

軽
自
動
車

　一
台

【
市

　外
】

大
分
県
生
命
保
険
協
会
か
ら
、
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て
『
福
祉
巡
回
車
ふ
れ
あ
い
号
』
を
頂
き
ま
し
た
。
国

東
市
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
！

　今回は国東市で初の試みとなる地区社協につい
てご紹介しました。「地区社協」という言葉には少
し堅い印象がある方も多いのではないでしょうか。
要は「支えあい・助けあい（地域福祉）」を推進す
るため、ご近所の方の“智恵”が集まり、話し合
いや活動をする組織と解釈していただければと思
います。いずれにせよ、この取組みが皆様の更な
る地域福祉の向上につながることを願っています。
　さて、３月に入り暖かくなってきました。行事も
多く、いわゆる花冷えもあるこの時期は、
意外と風邪をひきやすいので体調管理
には十分お気を付けください。（Ｇ）

編
集
後
記

困ったときの相談窓口です。寄せられたご相談の内容・個人情報は堅くお守りします。

社会福祉協議会は、皆様と共に地域福祉を推進する民間の法人です。

　社会福祉法人 国東市社会福祉協議会
本　　所

〒 873-0412　国東市武蔵町古市 1086 番地１
TEL 0978-68-1976   FAX 0978-68-1677
URL http://www.kunisaki-wel.or.jp/kunisaki-wfc/
Mail head.office@kunisaki-wel.or.jp

国見支所 〒 872-1401　国東市国見町伊美 2225 番地１
TEL 0978-82-1107   FAX 0978-82-1285

国東支所 〒 873-0644　国東市国東町浜崎 2757 番地５
TEL 0978-74-1151   FAX 0978-74-0477

安岐支所 〒 873-0222　国東市安岐町下山口 38 番地１
TEL 0978-67-1283   FAX 0978-67-1398
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